
騨
弥
㎜

…叢

責

上

視

の
本
質
及
長

所

日
本
纒
濟
史

の
特
性

・

対
症

卿
肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

債

値

の
類

型
と
個

性

・

時

仏
㎜

支

那

の
産
業

に
封

ず

る
投
資

:

税
法

の
新
改
正

を
論
ず

・

・

…説

苑

婚

姻
年
齢

の
統
計

的
研
究

・
・

雑

縷
叩

東
京
市
の
水
面
人
口
及
所
帯

・
・

炭
鑛
勢
働
者
の
生
計
状
態

附

鋒

本
誌
第
十
六
巻
総
目
鎌

・

'
法
學
博

士

・
法

學

士

'
文
學
博
士

・
没

學

士

神

戸

正

雄

本
庄

榮
治

郎

米

田
庄
太

郎

恒

藤

恭

.
・法
學
博
士

戸

田

海

市

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

・
経
済
學
士

岡

崎

文

規

・
法
學
博
士

財

部

静

治

・
渋
墨
博
士

河

田

嗣

郎

朝 駈 一..一 、臨.L.



論

叢

偵
値

の
類
型
ぐ」
個
性

(三
・
完
)

領

値

の

類

型

ε
個

性

燈
剛十
⊥ハ
巻

(第
⊥ハ
號

五

二
)

九
四
[○

(
三

・
完

〕

恒

藤

恭

目

次

一

一

緒
言

ニ

ソ
ク
ラ

テ

ス

の
便
値
思
想

三

プ
ラ
ト
ー

ン
の
債
値
思
想

四

カ

ン
}
の
償
値
思
想

五

緩
き

、
大

綾

き
(以
上
前
々
號
所
載
)

七

プ
ラ
ト
ー
ン
の
慣
値
思
想
ミ
カ
ン
ト
の
其
れ
ご
の
比
較

八

リ
ッ
カ
ー
ト
の
歴
史
思
想

丸

ラ
ス
ク
の
債
値
思
想

十

綾
巻
(以
上
前
號
所
載
)

十

【

ラ
ス
〃
に
於
け
ろ
實
在
の
世
界
こ
偵
値
の
世
界
こ
の
措
造
平
行
性
の
主
張

†
二

純
粋
便
値
こ
顕
在
慣
値

十
一昌

便
値
の
認
識

十
四

偵
値
の
個
性
の
成
立
優
件

十
五

慣
値
類
型
及
び
偵
値
見
.本
の
劃
立
ご
偵
値
典
型
及
び
便
値
個
性
の
対
立

(以
上
本

號
所
載
)

十

一

.

ラ
メ

ク
の
贋
値

思
想

に

つ
い
て
、
特

に
注

目
を
要
す

る
の
は
、
彼

が
、

「
償
値

共

通
性

ε
し

て
は

、
贋
値

は
、

理
論
的
贋
値
、
倫

理
的
儂
値

、
美
的

償
値

な
ご

の
種

別
を
有

す

る
に
反

し
、
便
値

一
回
性

の
形
態

に
お
け

る
贋
値

は

、
終
極

に

お
い
て
は
、
理
論
的

、
倫
理
的
、
美
的
等

の
、
個

々
の
類
型
的
償
値

に
謝

し
、
何
等

か
の
目
的

論
的

關
係

に
立
た

し
め
ら

る

べ
き
も

の
で
あ
る

に
も
せ

よ
、

こ
れ
ら

の
形

式
的

慣
値

に
見
ら

れ

る
や
う
な

、
種
別

的
特

定
性

を
超

越
す

る
」

嬉
、
説

い
て
み

る
黙

で
あ
る
Q
即
ち

、

ラ

ス
ク

の
見
解

か
ら

す
れ
ば
馬
儂
値
共

通
性
叉

は
普

遍
的

償
値

ご
、
債
値

個
性

叉
は
個
性
的
儂
値

ε
の
野
立
は
、
種

別
的

に
特
定

せ

る
償
旗
、
帥
ち

理
論

的
、
倫

理
的

■



美
的
等
の
債
値
の
世
界
以
外
の
他
の
世
界
に
お
い
て
初

め
て
、
見
出

さ
れ
る
ピ
こ
ろ
の
劃
立
で
あ
る
。
言
ひ
換

へ

る
ざ
、
贋
櫨
個
性

の
世
界
が
、
至
艦

ご
し
て
、
理
論
的
、
倫
理
的
、
美
的
等

の
債
値

の
世
界
に
樹
立
す
る
も
の
ご

思
惟

さ
れ
て
る
る
わ
け
で
あ
る
。
私
は
、
斯

か
る
ラ
ス
ク
の
見
解
を
、
そ
の
儘
承
認
し
得
な
い
ご
考

へ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
償
値
共
通
性
ご
償
値
個
性
ε
の
対
立
を
、
種
別
的
無
規
定
性
の
彼
岸
か
ら
、
種
別
的
被
規
定
性

の
世
界
し

に
置
換
す

る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
債
値
の
世
界

の
構
造
を
よ
b
明
確
な
ら
し
め
た
い
ε
、
思
ふ
の
で
あ
る
。

・フ
ス
ク
が
、
實
在
の
世
界
の
構
造

ε
の
劃
照
に
よ

っ
て
、
償
値
の
世
界
の
構
造
を
理
解
し
や
う
ε
し
て
み
る
事

は
、
前

に
述

べ
π
所
で
あ
る
、
す
な
は
ち

ラ
ス
ク
に
從

へ
ば
、
償
値
共
通
性
の
世
界
は
自
然
的
實
在
の
世
界

ご
類

似
し
た
構
造
を
有

っ
て
居
り
、
償
億
個
性
の
世
界
は
、
歴
史
的
實
在

の
世
界
ξ
類
似
し
た
構
造
を
有

っ
て
居

る
、

あ
だ
か
も
自
然
の
世
界
に
お
い
て
は
、
そ
の
頂
黙
に
、
最
も
普
遍
的
な
る
自
然
そ
の
者
の
概
念
が
立
ち
、
そ
の
下

方
に
は
、
相
識
的

に
普
遍
的
な
る
自
然
法
則
の
概
念
が
立
ち
、
最
低
層

に
は
、
特
殊
な
る
自
然
現
象
の
概
念
が
立

つ
の
に
封
慈
し
て
、
債
値
共
通
性
の
世
界
に
お
い
て
は
、
そ
の
頂
黙
に
、
最
も
普
遍
的
な
る
債
値
そ
の
者

の
概
念
・

が
立
ち
、
そ
の
下
方
に
は
、
相
劉
的

に
普
遍
的
な

る
種
別
的
慣
笹
の
概
念
が
、
す
な
は
ち
理
論
的
、
倫
理
的
、
美

的
等

の
概
念
が
立
ち
、
最
底
層
に
は
、
そ
れ
ら

の
種
別
的
償
値
の
概
念
の
単
な
る
見
本
た

る
意
義
を
も

つ
に
す
ぎ

な
い
巴
こ
ろ
の
、
個
髄
的
僧
位

の
概
念
が
立

つ
も
の
こ
、
考

へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
も
普
遍
的
な

る
債
値
其
者

の
概
念
及
び
相
劃
的
に
普
遍
的
な
る
各
個
の
種
別
的
償
値

の
概
念
の
本
質
及
び
意
義
を
明
か
に
す
る

論

叢

便
値
の
類
型
ミ
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
競

五
三
)

九
四
一



論

叢

債
値
の
類
型
ざ
個
性
(三
・完
V

第
十
六
巻

〔第
六
號

五
四
)

九
四
二

な
ら

ば
、
是

れ
に
由

っ
て
、
そ

れ
ら

の
概

念

の
下

に
包

括

さ
れ

る
ご
こ
ろ
の

}
切

の
個
別
的
償
値

の
本

質
及

び
意

義

は
、
剰
す
所

な
く
、
完

全
に
把
捉

さ
れ
能

ふ
筈

で
あ

る
。

こ
の
場
合

に
、

個

々
の
特
殊
的
償
値

が
、
相

互

に
歴

別

さ
れ
合

ふ
所

以

の
も

の
、
及

び
普
遍
的
債
値

か
ら
塵

別

さ
れ

る
所

以

の
も

の
を
、
具
有
す

る

こ
ε
は
、
.勿

論
で

あ
る
け

れ
ご
、
斯

か
る
匠

別
の
根
擦

た

る
所

の
も

の
は

、
個

々
の
特
殊
的

償
値
が
、
債
値

ご
し

て
具
有
す

る
性
質

の
う

ち
に
存
す

る
も
の
で
は
な

く
て

、
軍

に
、
そ
れ
等

の
償
値

の
支

盤
た

る
ε
こ
ろ
の
實
在

的
要
素

の
特
性

の
う

ち
に
存
す

る
ε
、
思
惟

さ
れ
る
の
で
あ

る
。

之

に
反

し

て
、
償
値
個

性

ご
し

て
親

ら

れ
た
場
合

に

お
け

る
償

値
は

償
値
共
通

性

ざ
し

て
の
贋
値

ε
同
様

に
、
原
本
的

實
在

を
支
盤

ε
し

て
實

現

さ
れ
る
も

の
で
は

あ
る
け
れ
ご
、
債

値

個
性

が
、
各
自
濁
特

の
意
義

を
も

つ
の
は
、

そ
れ
が
飽

く
ま

で
も
償
値
た

る
性
質

に
お

い
て
具
有
す

る
ε
こ
ろ

の
個
性
的

具
象
的
内
容

に
因

る
の
で
あ

っ
て
、
債
値
共

通
性

の
場

合

の
や
う

に
、
そ
れ

の
支
離
皿
た

る
質
在
的

要
素

の
特
殊

の
構
造

に
基

く
の

で
は
な

い
。
償
値

個
性
は

、
各
自

か
や
う
な
個
性
的

具
象
的
内
容
を
拉

し

つ
～
、
相

互

に
關

嚇
し

て
、
統

】
的

有
機
的
塗
膜

の
組
成

に
参

加
す

る
の
で
あ
り

袖
斯
く

し
て
建

設

さ
れ

る
鵠
系
的
系

列

に
お

い
て
、
各
個

の
債

値
個
性

は
、
唯

一
回
し

か
、
そ

の
實

現

の
機
會
を
有

せ
す

、
そ

の
唯

一
回
の
機
會

に
お

い
て
、
.

各

個

の
優
位
個
性

の
意

味

は
、
そ
れ
ぞ
れ
充

分
に
殿

揮

さ
れ
、
展
開

さ
れ
る
の
で
め

る
。
し

か
も
、
か
う
し
た
償

値
個
性

の
不
反
覆

性
は
、
歴
史
的
實

在

に
お
け
る
事
件

が
、
時
間

の
流
れ
の
裡

に
、
唯

一
度
現

れ

て
、
そ

の
歴
史

的
要
素

ε
し
て
因

果
的

使
命
を
果
す

の
ε
は

、

意

味

を
異

に

し
、

そ
れ
自

身
絶
傳
的

な

る
統

一
的

意
味

を
顕
現

ρ



す

る
ε
こ
ろ
の
、
具
象
的
全
禮
的
償
値
個
性

の
構
成
要
素
を
、
.
一
個
の
連
続
的
系
列
の
う
ち
に
置
き
並

べ
た
場
合

に
、
抜
き
差
し
の
な
ら
ぬ
孰
れ
か
の

一
項
を
成
す
も
の
た
る
こ
ご
を
、
意
味
す

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
軍
な
る

個
別
的
償
値
ピ
債
値
共
通
性
蓬
が
、
恒

に
相
互
に
他
ε
の
論
理
的
關
係
を
指

示
し
合

ふ
や
う
に
、
債
値
個
性
は
必

ず
や
、
或
は
部
分
的
債
値

ε
し
て
、
全
禮
的
儂
値
個
性
ε
の
論
理
的
關
係
を
指
示
し
、
或
は
全
艦
的
債
値

ε
し
て
、

部
分
的
贋
値

個
性

ε
の
其

れ
を
指
示
す
る
の
で
め
る
。

十

二

文
化
科
學

の
考
察
方
法
ε
し
て
の
理
論
的
償
値
關
係
方
法
は
、
そ
れ
自
身
普
遍
化
的
概
念
構
成
方
法
ε
も
、
個

性
化
的
概
念
構
成
方
法
ε
も
、
結
合
し
能
ふ
も
の
で
あ
る
だ
、
私
は
考

へ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
の
結
合

に
お

い
て
は
、
考
察
の
勤
象
の
關
係

せ
し
め
ら
れ
る
所
の
償
値
は
、
普
遍
的
償
値

た
る
べ
き
で
は
な
く
、
個
性
的
償
値

た
ら
ね
ば
な
ら
諏
ε
思

ふ
。
而
し
て
、
理
論
的
僧
位
關
係
方
法
の
所
産
た
る
、
文
化
費
在

の
世
界
が
、
宗
激
、
科

學
、
道
徳
、
法
律
、
藝
術
、
経
済
な
ご
の
、
個

々
の
特
殊
的
文
化
賞
在

の
世
界

に
別
た
れ

つ
＼
成
立
す
る
の
は
、

勤
象

の
關
係
せ
し
め
ら
れ
る
横
位
に
、
察
鍬
償
値
、
科
學
償
値
、
道
徳
慣
旗
、
法
律
慣
値
、
藝
術
横
笛
、
経
済
償

値
な
ご
の
種
別
を
存
す
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。
然

ら
ば
、
宗
敷
皮
、
科
學
史
、
道
徳
皮
、
法
律
良
、
藝
術
史

、
輕

濟
皮
な
ご
の
、
個
々
の
歴
史
的
文
化
費
在
が
、
個
性
化
的
償
傭
關
係
方
法
の
所
産
ε
し
て
成
立
す
る
の
は
、
対
象

の
關
係
せ
し
め
ら
れ
る
所
の
、
、
各
個
の
種
別
的
殿
位
が
、
個
性
的
偵
値
内
容
を
具
有
す
る
も
の
た
る
こ
ご
を
、
指

へ

論

叢

債
値
の
類
型

亡
個
性

(三
。完
)
.

第
十
六
巻

(第
六
號

五
五
)

九
四
三

1)こ の臨 に つ い て1土、ヨ鞍に詳 細 に言論述 す ろ こ ミ為 省 略 す る。



論

叢

偵
値
の
類
型
ξ
個
性
(三
・完
)

噛

第
+
六
巻

(第
六
號

五
六
)

九
四
四

示
す

る
も
の

ご
、
盲

ふ

べ
き
で
め

る
。

わ
れ
わ
れ
が
、
あ
た

へ
ら

れ
だ

一
定

の
威

畳
的
實

在
要

素
を
機
縁

・こ
し
て
、
観

照
的
態

度
を

ご
る
場
合

に
、
.之

を
導

く
魏
照

的
意
味

の
目
標
如

何

に
階

っ
て
、
観
照

さ
れ

る
償
値
は
、
必

然

に
、

さ
ま
ざ

ま
の
異

な

る
種
別
相
を

呈

示
す

る
、
而

し
て

こ
の
観
照

的
意
志

の
目
標

ε
す

る
所

の
も

の
が
、

一
定

の
先
験
的
要
素

を
確
實

に
包
容

し

て

居
り
、

こ
れ

に
よ
り
、

あ
陀

へ
ら
れ
セ
威
畳
的
要
素

か
ら
澤
出

し
來

つ
た
内

容
を
、

一
定

の
先
験
的
條
件

に
達

っ
.

て
綜
合
す

る
場
合

に
は
、
客
観

的
意
味

を

そ
な

へ
だ

債
値
表
象

が
成
り

立

つ
の
で
あ

る
。

之

に
反
し

て
、
観

照
的

意
識

が
、
斯

か
る
條
件
を

具
備
す

る
こ
ε
な
く
し

て
働

く
場
合

に
は
、

輩

に
主
観
的
意
味

を
そ
な

へ
た
償
値
表

象

が
成
り

立

つ
に
過

ぎ
な

い
。
更

に
わ
れ

わ
れ
は
、
斯

か
る
債
値
表
象
を

、
理
會

の
豊

象
こ
し
、

こ
れ
に
向

っ
て
僧

値
制
断

を
加

へ
る
こ
ε
に
よ
り

、
客
観

的
意
味

も
し

く
は
主
観
的
意
味

を

そ
な

へ
た
便
値

的
概
念
を
構
成

す

る
の

で
め
る
。
そ

の
際
、
償
値

判
断
が

、
主
観
的

に
安
當

す

る
主
張

ざ
し

て
、
定

立
さ
れ

て
る

る
か
、
客
観
的

に
愛
當

す

る
主

張
ε
し

て
、
定

立

さ
れ

て
る
る
か
ε

い
ふ
こ

ε
は
、
判
断

の
封

象
た

る
儂
疽

そ
の
者

の
安
當
性

が
、
主
観

的
陀

る
か
、
客
観
的

だ
る

か
の
標
準

を
、

そ
れ
自
ら

提
示
す

る
も
の
で
は
な

い
が
、

対
象

だ

る
償
笹

の
側

か
ら
見

れ
ば
、
主
観
的

妥
當
性

を
有
す

る
に
す

ぎ
な

い
償
値

は
、
斯

か
る
償
値

こ
し

て
理
會

さ
れ

る

,、〕
ε
を
要
求

し
、
客

観
的
愛
當
性

を
有
す

る
贋
値

は
、
ま
た
斯

か
る
性
質

に
お

い
て
、
理
會

さ
れ

る

こ
だ
を
要

求
す

る
。
例

へ
ば
、
肉

艦

的
官
能
的

欲
望
を
満

足
す

る
諸

慣
値

は
、
前

の
種

類

に
臆
す

る
も

の
で
あ

り
、
そ

れ

に
關

し

て
は

、
客
観
的

愛

,



當
性
を
主
張
す

な
判
断
の
形
式
は
、
最
初

か
ら
許
さ
れ
得
な
い
。
之
に
反
し
て
、
理
論
的
償
笹
踊
係
方
法
に
お
い

て
目
標
蓬
さ
れ
る
ε
こ
ろ
の
償
値
に
關
し
て
は
、
両
様
の
剣
断

の
形
式

が
、
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、

こ
の

種
の
債
値

の
眞
正
の
意
味
は
、
客
観
的
袋
當
性
を
主
張
す

る
判
断
の
形
式
に
よ
っ
て
の
み
、
把
捉

さ
れ
能
ふ
蓬
、

吉日
は
ざ
る
を
得
な
い
。

贋
値
観
照
的
意
識
に
拓
い
て
、
そ
れ
を
指
導
す
る
ざ
こ
ろ
の
先
天
的
要
素
は
、
軍
な
る
贋
値
普
遍
性
を
表
明
す

る
も
の
こ
し
て
の
債
値

の
概
念
で
は
な
く
、
謂
は
～
概
念
以
前

の
形
象
で
み
り
、

一
切
の
贋
喧
表
象
の
成
立
を
し

.て
可
能
な
ら
し
め
る
ざ
こ
ろ
の
根
源
で
あ
る
。
之
を
概
念
的
に
表
白
し
て
、
假
り
に
純
粋
償
値
嬉
呼
ぶ
な
ら
ば
、

純
粋
償
値
は
、
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
償
値

の
根
源
ε
し
て
、
最
も
普
遍
的
な
る
意
義
を
有
す

る
ご
同
時
に
、
最
も
豊

富
な
る
内
容
を
包
賊
す
る
も
の
ピ
言
は
ね
ば
な
ら
阻
。
そ
し
て
、
斯
か
る
源
泉
よ
り
、
多
種
多
様
な

る
個
別
的
内

容
を
汲
み
來
り
な
が
ら
、
戚
畳
的
要
素
を
支
盤

ε
し
て
實

呪
さ
れ
谷
ε
こ
ろ
の
、

一
切
の
債
値
表
象
は
、
観
照
的

態
度
の
立
場

に
お
い
て
の
み
把
捉
さ
れ
能
ふ
・こ
こ
ろ
の
、
微
妙
な

る
渾

一
的
内
容
を
提
示
し
つ
、
、
わ
れ
わ
れ
の

意
識

に
展
開
し
來
る
の
で
あ
る
。
か
の
純
粋
債
値

に
射
し
て
、
斯
か
る
債
値
表
象
に
よ

っ
て
把
捉

さ
れ
る
ε
こ
ろ

の
償
値
を
、
假
り
に
顕
在
債
値

ξ
名
づ
け
る
こ
ε
ε
す
る
。

あ
π

へ
ら
れ
た
任
意

の
顕
在
債
値
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
、

一
般
に
、
そ
れ
は
償
値
(叉
は
反
債
値
)
で
あ
る
ご

判
断
す
る
の
み
な
ら
す
、
親
照
的
意
識
の
働
き
を
支
配
す
る
`
こ
ろ
の
意
志
の
方
向
如
何
を
顧
慮
し
て
、

(例

へ

論

叢

慣
値
の
類
型
ご
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

五
七
)

九
四
五

、



論

叢

慣
疽
の
類
型
ミ
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

五
八
)

九
四
六

ば

)
そ
れ
は
道
徳

償
値

(
又
は
反

道
徳

償
値

)
で
あ

る

ご
か
、
叉

は
そ
れ
は
藝

術
償
値

(
叉
は
反
藝
術
便
値

)
で
.あ
む

「

蓬
か

い
ふ
や
う

に
、
判
断

を
下
す
。

こ
の
場

合

に
、
或

は
儂
値

(又
は
反

債
値

)
ε

い
ひ
、
或

以
道
徳

償
値

(又
は

反
道
徳
償
値

)
ε
か
、
藝

術
債
値

(
叉
は
反
藝

術

償
値

)

ε
か
い
ふ
の
は

、
そ

の
下

に
包
囁

さ
る

邸
き

一
切

の
債
値

見
本

に
共

通

な
る
標

徴
を
把
持
す

る
ε

こ
ろ

の
普

遍
的

慣
値
概

念
に
す

ぎ
す
、
乱削
に
暴

示

し
た
純
梓
償
値

の
表
象

ご
は
、
全

く
異
な

る
も
の
た

る
こ
ε
は
盲

ふ
ま
で
も

な

い
。

こ
の
種

の
普
遍

的
償
値

概
念

に
よ
り
、

顕
在
贋
値

の
世
界

を
考
察
す

る
ご
き
は
、
宗
敏

、
藝

術
・
道
徳

、
経
済

法
律

、
科
學

な
ご

の
種

々
の
贋
値
種

別

の
各
　個

に
っ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
普

遍
的

便
値

の
世
界

、
叉
は
慣
値

の
類
型

の

世

界
が
成

立
す

る
。
斯

か

る
債
値

の
世
界

に

お
い
て
、
最

高

の
普
遍
的

横
位

よ
b
出
獲

し

て
、
漸
次

に
特
殊
性

に

富

む
償
誼

の
層

に
降

っ
て
行

く

ζ
き
、
普

遍
的
贋
値

の
見

黙

か
ら
し
て
は
理
會

さ
れ
得

な

い
要
素

に
逢

着
す

み
け

れ
ご
,
そ
れ
ら
の
要
素
は
、
非

債
値

的
要
素

た
る
の

で
あ

る
か
ら
、
債
値
考
察

の
立
場

に
お
い
て
は
、

之
を
不
問

に
付

し
て
も

、
毫

も
妨

げ
な

い
ε
さ
れ

る
の

で
あ

る
。

し
て
見

れ
ば
、
斯

か
る
償
値

の
世
界

の
本
質
を

理
脅
す

る

た

め

に
は
、
最
高

の
普
遍

的
儂
値
概

念
を
、
考
察

の
凱
象

注
す

れ
ば
、
足

る
可
き
筈
で
あ

っ
て
、

そ
れ
以
外

の
考

察

は
、
.第

一
義
的

に
問
題

ε
さ
れ
る
こ
ざ
を
須

み
な

い
わ
け
で
あ

る
。

十
三

さ
き
に
私

は
、
.實

在
的
存

在

の
世
界

に
閲

し

て

『
そ
れ

に
つ
い
て
論
理
的
構
造

が
問
題

ε
さ
れ
る

ピ
ニ
ろ

の
世

9



界
は
、
既

に
何
等

か
の
程
度

に
お
い
て
、
思
惟

に
よ

っ
て
規
定

さ
れ

π
対
象

の
世

界

ご
、
思
惟

さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら

漁
』

ご
育

つ
π
が
、
同
様

の
事
柄

は
、

便
値
的
劃
象

の
世

界

篤
關

し
て
も

安
當
す

る
ご
思

ふ
。

顯
在
傾
値

そ
の

者

の
世
界
は
、
全

然
個
性
的
な

る
債
値
内

容

の
展
開

さ
れ

る
世
界

で
あ

る
け
れ
ご
、
債
値

の
普

遍
性

及

び
個
性
を

論
理
的
見
地

か
ら

問
題

ε
す

る
場

合

に
は

、
思
惟

の
規
定

に
服

し
得

る
も
の

ざ
し

て
の
慣
値

の
個
性

が
、
.考
察

の

対
象

ご
さ
れ
な
け

れ
ば

な
ら

臓
。

だ

か
ら
若

し
も

、
顯

在

債
値

に

つ
き
、
私

た
ち
は
、
普
遍
的

償
値

概
念

に
み
ち

び
か
れ

る
こ
こ
ろ

の
償
値
劉
蹴
を

し

か
、
下

し
能

は

漁
も

の
で
あ
る

ピ
す

る
な
ら

ば
、
個
性

的
債
疽

の
世
界

の
論

理
的
構
造

を
問
題

こ
す

る

こ
ε
は

、
恐
ら
(
意
味

を
な

さ
漁
仕
業
た

る
で
あ
ら

う
。

存
在
利
断

ε
慣
値
判

断

ε
を
比
較

す
れ
ば

.
後
者

は

、

一
般

に
そ
の
確
實
性

に

お
い
て
、
遙

か
に
前
者

に
劣

る

`
さ
れ

る
の
が
、
通
常
で

あ
る
。
し

か
し
な

が
ら

、

ウ
イ

ソ
デ

ル
バ
ソ
ド
が
鋭
く
洞
察

し
た
や
う

に
、

あ
ら

ゆ
る

劉
断
は

、
根
本

に
お

い
て
償
値
判
断

で
あ
る

ε

い
ふ
事
柄

の
意
味

を
、
省
察

す

る
な
ら

ば
、
存

在
判
断

に
せ
よ
、

贋
値
劉
断

に
せ
よ
、

そ
れ
が
現
實

に
行
は
れ

る
も

の

ε
し

て
は

、
す

べ
て
藁

理

の
把
捉

を
目

ざ
す
努

力

に

お

い
て

成
功

ε
失
敗

・し
の

い
つ
れ

か
に
了

る
可
能
性

を
有
す

る
の
み
な
ら
す
.

假
令
成
、功

す
る

ご

し

て

も
、
そ

の
成

功

は
、
到
底
完
全

た
り
能

は
す
、
殆

ん
ご
無

限

の
完
全
性

叉
は
不
完
全
性

の
階

段
を
示

す

も

の

ε
、
育

ふ

べ
き
で

あ
る
。
1

顯
在
償
値
の
個
性
的
内
容
を
把
捉
せ
む
ε
す

る
判
断
が
、
そ
の
普
遍
的
内
容
の
把
捉
に
向
け
ら
れ
る

割
衛

に
比
し

て
、

は
り
困
難

で
あ
b
、
よ
り

小
な

る
確
費

性

を
示
す

竜

の
で
あ
る

こ
し
て
も
、
慨

に
、
存
在

剣
断

論

叢

偵
値
の
類
型
ε
個
性
(三
・完
)
-

第
+
六
巻

(第
六
號

五
九
)

九
四
七

1)前 號 ド44頁 参 照.
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ド

論

叢

慣
値
の
類
型
ε
個
性
〔三
・完
)

第
十
六
燈

(第
六
號

六
9

九
四
八

に
比
す
れ
ば
よ
り
人
な
る
障
碍
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ち

灘
普
遍
的
贋
値
判
断

に
謝
し
、
客
窺
簡
要
當
性
に
向

っ

て
努
力
す

る
権
利
が
、
ゆ
る
ざ
れ
る
な
ら
ば
、
同
様
の
権
利
が
、
個
性
的
償
値
割
断
に
謝
し
て
、
許
さ
れ
得
な
い

理
嵐
は
、
之
を
腰
見
し
能
は
ぬ
で
あ
ら
う
。

こ
の
黙

に
つ
い
て
は
、
自
然
科
學
的
認
識
に
謝
し
て
、
歴
史
科
學
的

認
識
が
立

つ
ε
同
様

の
地
位
を
、
個
性
的
償
値
認
識
は
、
普
遍
的
儂
値
認
識
に
射
し
て
有
す
る
ご
、
言

ふ
べ
き
で

あ
る
。

一
般

に
、
贋
値

の
認
識
は
、
存
在
の
認
識

に
比
し
て
、

一
層
困
難

で
あ
り
、
確
實
性
を
敏
く
ε
い
ふ
事
情

の
外
に
、
馴
断
も
し
く
は
概
念
の
構
成
要
素
だ
る
言
語
が
、
領
値
的
内
容
を
表
出
す

る
ε
い
ふ
目
的
か
ら
見

て
、

實
在
的
内
容

の
場
合
に
比
拘
る
ε
、
遙
か
に
不
便
で
あ
り
、
不
適
當
で
あ
る
ε

い
ふ
事
實
が
、
個
性
的
傾
値
認
識

を
阻
礙
す
る
こ
ご
も
亦
、
明
か
で
め
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
困
難
及
び
障
碍
に
も
拘
ら
す
、
慣
値

の
.個
性
的
内

容
の
理
論
的
把
捉
は
、
原
理
的
に
は
可
能
で
あ
り
、
成

る
程
度
の
成
功
の
可
能
性
を
有
す

る
も
の
ε
考

へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

ラ
ス
ク
が
、
贋
櫨
共
通
性
の
世
界
に
饗
し
、
贋
値

一
回
性
の
世
界
を
樹
立
せ
し
め
る
の
も
、
右
に
述

べ
た
や
う

な
意
味

に
お
い
て
の
、
個
性
的
償
値
認
識
の
可
能
性
を
、
前
提
す
る
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
が
、
個
性
的
債
値
認
識

ば
、
種
別
的
認
識

の
彼
岸

に
お
い
て
成
立
す

る
ε
い
ふ
ラ
ス
ク
の
見
解
は
、
前
述

の
如
く
、
之
を
承
認
す
る
.」
ご

を
得
な

い
。

こ
の
黙

に
關

し
て
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
ラ
ス
ク
は
詳
細
な
る
論
述
を
あ
た

へ
て
る
な
い
が
、

假
り
に
一フ
ス
ク
の
立
場
に
立
っ
て
、
彼
の
謂
は
ゆ
る
債
値

一
回
性
の
概
念
の
内
容
的
特
性
を
表

明
す
る
や
う
な
名

9



.

「
」

稠
的
規
定
を
加

へ
る
ε
す
れ
ば
、
慣
値

一
回
性
ε
し
て
の
贋
値
を
、
歴
史
的
傾
値

ビ
呼
び
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
ε

墨

・
償
値

の
内
容
の
普
遍
性
叉
は
個
性
の
い
つ
れ
か

一
方
を
表
明
す

る
も
の
ε
し
て
肉
普
遍
的
慣
値
叉
は
個
性
的
債

直
の
概
念
を
構
成
す
る
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
專
ら
形
式
的
に
、
債
値
を
問
題

ε
す
る
見
地
か
ら
、
試
み
ら
れ
る
分
類

覚
る
以
上
、
斯
か
る
勇
類
方
法
に
、
債
値
の
内
容

の
種
別
的
特
定
性
を
問
題
ε
す
る
見
地
か
ら
の
分
類
方
法
を
、

混
用
す
る
こ
ど
は
、
憂
欝
で
な

い
ε
思
ふ
。
す
な
は
ち
、
普
遍
的
債
値
ε
個
性
的
償
値

ε
の
対
立
の
思
想
は
、
種

別
的
に
規
定

さ
れ
だ
各
個
の
客
観
的
償
値
の
世
界
の
考
察
に
お
い
て
も
、
能
く
維
持

さ
れ
得

る
も
の
で
あ
り
、
且

つ
斯
く
す
る
こ
ε
に
よ
っ
て
初

め
て
、
こ
の
思
想
.の
理
論
的
意
義
は
、

一
層
十
分
に
螢
揮
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

善
徳
、
宗
激
、
藝
術
、
科
學
、
法
徳
、
経
済
、
激
育
、
技
術
等

の
諸

々
の
償
値
の
世
界
に
お

い̀
て
、
吾
々
は
、
そ

れ
ぞ
れ
慣
値
類
型
ビ
、
償
櫨
個
性
`
の
対
立
す
る
こ
`
を
獲
見
し
、
實
在
的
野
象
を
、
前
者
に
關
係
せ
し
め
る
こ

ε
に
よ
り
・

普
遍
化
的
文
化
科
學
概
念
を
構
成
す
る
異

に
、

之
を

ば

後
誉

關
係
せ
し
め
る
こ
ご
に
よ
り
、

雁
皮
的
丈
比
科
學
概
念
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
他
の
語
を
以

て
言

ひ
表
は
す
な
ら
ば
、
廣
義

に
お
け
る
道
徳
債

値
、
藝
術
債
櫨
等

の
世
界
の
う
ち
に
、
吾
々
は
、
狭
義

に
於
け
る
道
欝

値
、
藝
術
儂
値
響

、
消
蟹

魑

、
内

藝
術
史

償
値
等

ε
を
匠
別
す
み

の
で
あ
り
、
前

の
種
類

の
償
値

に
關

し
て
、

理
論
的
考
察

に
礎

事
す

る
も

の
が
、

道
徳
哲
學

、
藝

術
哲
學
等

で
あ
る
ε
す

れ
ば
、
後

の
種

類

の
贋
値

に

つ
い
て
は
、
そ

の
理
論
的
考
察

を
任

ε
す

る

論

叢

慣
値
の
類
型
ざ
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

六
こ

九
四
九

1)践 で歴 史 的 慣値 幽 ・ふ 概 念 な考 へ ろの に,慣 値 の 理論 に 泌 け る歴 史 主 義 芝 に全 く

異 な.ゐ見 地1二 立 脚 す る もの で あ ろ。 一cf.Lask,Rechtsphilosophie,S.12-13.
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論

叢

償
値
の
類
響

個

性

(三
・完
)
.

第

+
六
巻

(第
六
號

六

二
)

九
五
Q

學

問

`
し
て
、
道

徳
的
歴
史
哲
學
、
藝
術

的
歴
史
哲
學

等

が
成

立
す

べ
き
で
あ
る
ご
、
考

へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
或

る
人

物
叉
は
或

る
事
件

が
、
輩

に
政

治
償

値

こ
か
、
宗
激
償
値

ざ
か
、
経

済
債
値

こ

か
の
、

い
つ
れ

か
の

一
つ
に
關
保

せ
し

め
ら
れ

て
、
そ
の
個
性
を
考
察

さ
れ
得

る
ば

か
り
で

な
く
、
こ
個
叉
は

そ
れ

以
上

の
償
値

に
關
係

せ
し

め
あ

れ
る
こ
.蓬
に
よ
b
、

一
層
完
全

に
、

一
層
深

く
、

そ

の
個
性
を
考
察

さ
れ
る
や
う

に
、
或

る
対

象

の
慣
値

は
、
敬

治
、
宗
激

、
経
済

等

の
種

別
的

憤
値

親

黙

の
、

い
つ
れ
か

一
つ
か
ら
、
そ

の
個
性

を
把
捉

さ
れ

得

る

ご
同
時

に
、

こ
れ
ら

の
観
照

の

二
個
叉

は
そ
れ
以
上

を
綜
合
す

る
ε
こ
ろ

の
見
地

か
ら

、

=
暦
完
全

に
、

一

層
深

く
、

そ

の
個
性
を
把
捉

さ
れ
得

る
の
で
あ
る
。

そ

し

て
脛

験
的

に
あ
た

へ
ら
れ
陀
或

る
諭
象

の
個
性
的
償
値

が
㍗

そ
れ
に
關

し

て
立
て
ら

れ
得

る

一
切

の
僧
位
親

黙

を

、
能

ふ
限
り
洩

れ
な

く
綜
合
す

る

ご

こ

ろ

の
見
地

か

ら
把
捉

さ
れ
得

虎

ε
す

る
な
ら
ば
、

そ
の
謝
象

の
歴
史

的
債
値

「
般

が
認
識

さ
れ
た
も

の

`
、
言

ふ

べ
き
で
あ
ら

う

噛

か
の

ヘ
ー
ゲ

ル
の
歴
夏

哲
學

の
如

き
は

、
斯

か

る
意

味

に

お
け
る
歴
史
的
贋
値

一
般

の
膳
…系
的
認
一識
を

、
目

標

ε
す

る
も

の
で
は
な
か
ら

う

か
。

十
四

直
観

の
世
界

に
お
け

る
無

限

に
多
様

な

る
異
質

的
内

容

の
麟

展

の
流

れ
の
裡
か
ら

、
任
意

に
、

こ
の
内

容
又
は

か
の
内
容
を

、
そ
れ
ぞ
れ

】
個

の
対
象

ε
し

て
措

定

し
た
場

合

に
、

そ
れ
ら

の
若
干

の
劃
象

の

い
つ
れ
を
取

っ
て

見

て
も
内
相

互
に
別
異
な

る
個
性
的
内

容
を

、
観

取

し
得

る
こ
ε
は
、

明
か
で
あ

る
け
れ

ご
、
斯

か
る
意
味

に
お



け

る
個
性

は
、
未

だ
以

て
個
性

の
論

理
的
意
義

に
叶

へ
る
も
の
ε
は
、
吉

ひ
得
な

い
。
成

る
対

象
が
、
十

分
な
る

意
味

に

お
い
て
、
個
性

を
有
す

る
ε
、

み
ε

め
ら
れ

た
能

ふ
た

め
に
は

、
絶

傭
性

ご
、
不
可
身

的
統

】
性

ε
、
凋

立
性

ε
を
、
併

せ
具

へ
な

け
れ
ば
な
ら

諏
。
先

づ
減

る
劃
象
は

、
そ
れ

の
包
容
す

る
諸
要
素

が
、
統

一
的
原

理
に

よ

っ
て
内
面

的

に
綜
合

せ
ら

れ
、
不
可

分
的
杢
膿

を
構

成
す

る
ε

い
ふ

の
で
な
け

れ
ば

、
個
性

有
り

ご
さ
れ

る
こ

ξ
を
得

な

い
。

し
か
も
、
斯

か
る
内

面
的
構
造

の
儘

に
、
或

る
対
象

が
、
絶

対

に
孤
立

し

て
存

在
す

る
も

の

ε
、

思
惟

さ
れ
る
場
合

に
は
、
己
れ

み
つ
か
ら
を

、
輩

に
己
れ

み
つ
か
ら

嬉
し

て
、
保
持
す

る

の
み
で
あ

っ
て
、
己
れ
.

み
つ

か
ら

の
個
性
を

顯
現
し

つ
、
、
己

れ
み
つ

か
ら

を
保
持
す

る
も
の

蓬
言

ふ
こ
ざ
は
能

き
な

い
。

そ
の
た

め
に

は
、
他

の
諸

謝
象

ご
の
關
係

に

お
い
て

.
縄
備
的

だ

り
、
濁

立
射

た
る

の
で
な

け
れ
ば

な
ら

諏
。
絶
儒
性

の
前
階

.

段

は
、
別
異
性

で
あ

る
。
成

る
対
象

が
ギ
他

の
饗
象

ε
は

別
異

な

る
内

容
を
有
す

る

ε
認

め
ら

れ
る

の
は
、
す
で

に
、
こ
れ
ら

の
勤
象

が
、
同

一
の
意
識

の
騰

系

の
う
ち

に
掻

取

さ
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
異
な

る
規

定
を
あ
だ

へ
ら

れ

る
こ

ε
を

、
意
味

す

る
の
で

あ

る
が
、
進

ん
で
若
干

の
劃
象

が
、
各

自

の
別
異

な
ぢ
内

容
を

具
有

し

つ
＼

そ

れ
ら

の
別
異

な

る
内

容
を
統

】
的
全
禮

に
ま

で
綜
合
す

る

ε
こ
ろ
の
、
有
機

的
關
聯

に
参

加
す

る

ざ
き
、
各

個
の

封
象

に
固
有

な

る
内

容

の
別
異

性
は
、

一
個

の
包
括
的

、
統

一
的
な

る
至
艘
内

容

の
構
成
要
素

遣
し

て
、

そ
れ

に

凋
特
な

る
意
義

を
、
す
な
は

ち

絶
傳
性

を
獲

得
す

る
の
で
あ

る
。
而

し

て
、

そ
の
際

、
各

個

の
対
象
は

、
そ

れ
ぞ

れ
絶
儒

的
な

る
が
故

に
、
相

互

の
關

係

に
お

い
て
他
を
支

持
し

つ
、
、
協

同

し
て
全
艦
的

關
聯

の
成
立
を

可
能

な

論

叢

債
値
の
頚
型
ご
個
性
三

・完
)
.

第
+
六
巻

(笙

ハ號

六
三
)

九
五

「



ノ

論

叢

債
値
の
類
型
ミ
個
性
〔三
・完
)

.

第
十
六
巻

(第
六
號

六
四
)

九
五
二

ら
し

め
る
の
で
あ
り

、
斯

か

る
地

位

ε
能

力

ε
に
基

い
て
、
.全
禮

ε
の
關
係

に
お

い
て
も
、
侵
す
可

か
ら
ざ

る
濁

立
性
を
保
有
す

る

の
で
あ

る
。

か
や
う

に
、
数
多

の
鋤
象

が
、
互
ひ
に
粗
率

み
て
、

一
個

の
連
続
的
系

列
の
裡

に

立
ち

入
り
、
其

の
中

に
あ

っ
て
、
あ
ら

ゆ

る
謝
象

が

、
他

の
如

何
な

る
他

の
饗
象
を

以
て
し
て

も
置

き
換

へ
得

ら

れ
な

い
や
う

な
濁

自

の
地

位
を
、
占
有
す

る

こ
ε
に
因

り
、

そ

の
偶
性
を
獲
擁
す

る
場

合

に
は

、
そ
れ
ら

の
謝
象

を

分
岐

ε
す

る
系

列
其
者

は
、
そ
れ
み
つ

か
ら
全
然
個

性
的

な
統

一
的

全
鵠

を
提

示
す

る
も

の
ε
、
言

は
ね
ば
な

ら

ぬ
。

成

る
贋
値

が
、
十

分
な

る
意
味

に

お

い
て
、

そ
の
個

性

の
故

に
、
債
直

め
り
ビ

さ
れ
セ

る
た

め
に
は
、
ひ

ご
し

く
右
に
述

べ
た
や
う
な
條

件
が
、
充

さ
れ
ね

ば
な
ら

諏
。
純

粋

な

る
観

照
的

態
度

に

お
い
て
意

識

さ
れ

る
個

々
の

贋
櫨

は
、
各
自

そ
れ

に
特

有
な

る
内
容

の
鰹

に
、
自

ら

の
個
性

の
認
識

を
待

ち
ま
う
け
て

る
る
の
で
あ

る
が
、
'
そ

れ
ら

の
贋
値

の
個
性

が
定

立

さ
れ
る
の
は
、

よ
り
包

括
的
な

る
内
容

を
有
す

る
慣
値

の
膿

系

の
不
可
峡
的
構
成

分

子

ご
し

て
、

そ
れ
等

の
債
値
が
探
澤

さ
れ
る

こ
ご
に
塞
ぐ

の
で
あ

る
。

し
か
も

こ
の
場

合

に
.、

全
艦
儂
直

は
、
部

分
債
値

の
個
性
的
内

容

の
総

和
を
以

て
し
て
は
、
蠢

く
す

こ
ε
の
能

き
な

い
個
性

的
内
容

を
有

し
、

あ
だ

か
も
部

分
贋
値

が
、

全
燈

ご
の
關

係

に
お
い
て
、
猫

立
性
を

有
す

る
ε
同
様

に
、
全
禮

償
疽
は
、
部

分
債
櫨

の
全
巻

ε
の

關
係

に

お
い
て
、
凋
自

の
意
義

を
表

明
す

る
の
で
あ

る
。

し
か
も
全
禮

債
櫨

の
個
性
が
、
強
烈

で
あ
り
、
偉

大
で

め
り
、
豊
富

で
あ
れ
ば
、

そ
れ

に
塵
迫

さ
れ

て
、
部

身
傾
値

の
個
性
は

、
微

弱
で
あ
b
、
鼻
小

で
あ
り
、
貧
疎

で



あ
る

ε

い
ふ
や
う
な

の
巴
は
、
全

く
反
射
な
交
互
関

係
が
、
両
者

の
間

に
成
b

立

つ
の
で
め

る
。

而
し

て
、
或

な

杢

艦
慣
値

ぽ
、

を
の
部

分
領
値
を

牽

ゐ
で
、

よ
b
包

括
的

な

る
全
罷

償
値

の
構
成

分
子
た

御
地

位

に
立

つ
こ
ピ
よ

b

、
そ
れ
自
身

の
個
性
及

び
そ
れ
の
部
分
債
値

の
個

性
を

、
確
保

さ
れ

る
ご
い

つ
セ
や

う
に
、

}
の
全
艘
傭
値

は

更

に
よ
り
包
括
的
な

る
全
膿

僧
疽

に
従
属
す

る
の
で

あ

る
が
、
各
種

の
衝
疽

の
世
界

に
お
い
て
、
終

極

の
全
艦

償

値

を
成
す

べ
き
所

の
も
の
は
、
純

粋
償
値

の
理
念

で

あ

っ
て
、

あ
ら
ゆ

る
顕
在

償
値

に
比
し

て
、
よ

り

豊

富

な

る
、
よ

り
顕
著
な

る
個
性

を
有
す

る
も

の
ε
、
言
は

ね
ば

な
ら

瞭
。

普
遍

的
儂
値

の
世
界

に

お
い
て
は
、
上
層

に
立

つ
贋
値

は
、
下
層

に
立

つ
其

れ
に
比
し
て
、
よ
b
普
遍
的
、

ま

一り
抽
象

的
で
あ
り
、
從

っ
て
そ
の
内

容

の
量

に

お
い
て
は

、

よ
り
盈

し
き
も
の
花

る
こ
ε
を
免

れ
ぬ
に
反

し
て
.

個
性
的

慣
値

の
世
界

に
お
い
て
は
、
上
層

の
贋
値

は

、
下

層

の
そ
れ
に
比
し
て
、
よ
り
個
性
的
、

よ
り
具
象
的

で

あ

b
、
そ

の
内

容

の
量

も
、
よ
り
豊

か
で
あ
ら

ね
ば

な
ら

澱
。
而

し
て
、
前

の
世
界

に

お
.い
て
、
上
層

の
債
直

を
、

下
層

の
償
値

ε
の
關
係

に

お
い
て
、
贋
値
類
型
も

し

く
は
類
型
的
構
値

ご
.呼

ぶ

こ
ε

、
す

る
な
ら

ば
、
.後

の
世

界

に

お
け

る
上
層

の
債
値

は

、
下

層

の
償
直

巴
の
關
係

に

お
い
て
、

僧
値

典
型

も
し
く
は
典
型
的
慣
値

ε
呼
ば
れ

る

べ
き
で
め
ら

ヶ
。

か
く

て
、
道
徳

、
宗
激
、
科
學
等

の

さ
ま
ざ
ま

の
文
化

の
世

界
を
地
盤

ε
し
て
、
そ

の
上
方

に
、

類
型
的

贋
値

ご
典
型
的
贋
値

ご
は

、
全
然
別
様
な

る
論
理

的
構
造

を
具
有
す

る
各

日

の
世
界
を
展
開
す

べ
く
、

こ

れ
等

の
各
個

の
贋
値

の
世

界

に
お

い
て
、

一
切

の
類

型
的

儂
値

は

一
個

の
最

高

の
類

型
的
償
値

に
頂

宗

し
,

一
切

論

叢

預
値
の
類
型
ζ
個
性
(三
・完
)

第
†
六
巻

(第
六
號

六
五
)

九
五
三



論

叢

償
値
の
類
型
こ
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

大
六
)

九
五
四
、

の
典
型
的
儲
値
は

　
個

の
最
高
の
典
型
的
慣
値
に
頂
察
す
る
で
あ
ら
う
。
更
に
ま
た
、

こ
れ
ら

の
最
高
級
の
類

型
的
債
値
の
若
干
個
数
は
、

一
個
の
窮
極
の
類
型
的
償
値
、
帥
ち
普
遍
的
債
値

一
般
の
下
に
共
鵬

し
、
同
様
に
、

最
高
級
の
典
型
的
慣
値
の
若
干
個
数
は
、

一
個
の
窮
極
の
典
型
的
償
値
、
即
ち
個
性
的
償
値

一
般

の
下
に
共
腐
す

る
も
の
`
、
硯
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

十
五

償
伍
の
個
性
が
、
右
に
述

べ
窪
や
う
に
、
慣
値
そ
れ
自
鎧
に
内
在
す

る
具
象
的
意
味

の
方
面
か
ら
、
問
題
ε
さ

れ
る
場
合
に
は
、
道
徳
積
徳
、
塁
間
償
値
、
宗
激
憤
櫨
、
藝
術
憤
値
、
法
律
債
値
、
脛
濟
債
値
な
ご
の
各
種

の
世

界
の
内
面
に
お
い
て
、
各
自
に
特
有
な

る
幾
多
の
衝
値
典
型
に
包
撮
せ
ら
れ
る
贋
値
個
性
の
騰
系
が
、
観
取
さ
れ

る
の
で
め
る
。
例

へ
民
、
贋
値
類
型
ざ
し
て
の
察
激
憤
値

一
般
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
あ
ら
ゆ
る
宗
激
憤
億

に
共

通
な
る
若
干

の
普
遍
的
標
徴
の
統

一
者
を
意
味
す

る
に
す
ぎ
な
い
が
、
償
値
典
型

ε
し
て
の
崇
激
憤
値

一
般
は
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
あ
ら
ゆ
る
宗
敏
儂
億
の
個
性
を
産
出

し
て
、
な
ほ
限
り
無

き
産
出
力
を
賊
す

る
も
の
で
あ
る
。
更

に
典
型
的
宗
敏
償
匝

一
般
の
内
面
に
は
、
佛
激
的
、
基
督
敷
的
、
回
激
的
等

の
名
稽
を
以
て
呼
び
え
ら
れ
る
ε
こ

ろ
の
、
償
値
典
型
が
、
並
び
存
立
す

る
。
佛
敏
ε
い
ひ
、
基
督
激
ε
い
ひ
、
回
激
ご
い
ひ
、
歴
史
的
實
在
ε
し
て

親
ら
れ
る
場
合
に
は
、
時
間
的
事
實
姓

の
世
界
の
因
果
的
關
聯
の
中

に
、
そ
の
存
在

ご
獲
展
ご
を
託
す

る
も
の
で

あ
る
が
、
.歴
史
的
に
宗
藪
的
貴
注
を
地
盤

ε
し
て
顕
現
す
る
各
種

の
宗
鍛
的
償
値
典
型
は
、
實
在
の
世
界
を
超
越



せ
る
個
性
的
贋
値
の
世
界
の
統

一
的
構
成
原
理
だ

る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
更

に
例

へ
ば
、
佛
敏
的
贋
値

典
型
の
領
域
の
内
面
に

わ
い
て
、
眞
盲
宗
的
.
澤
宗
的
、
日
蓮
宗
的
、
真
宗
的
等
の
諸
種
の
優
値
典
型
が
、
匠
別

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
贋
櫨
典
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
撒

の
償
値
個
性
を
包
容
し
つ

、
、
蜀
自
の
範
域
を
展
開
す
る
で
あ

ら
う
。
な
ほ
他

の
方
面
に
倒
置
を
求

め
る
な
ら
ば
、
緯

董
の
諸
流
涙
の
表
現
す
る
個
性
的
贋
値
の
如
き
は
、
典
型

的
繧
酋
贋
直

一
般
の
世
界
の
内
面
に
お
い
て
、
猫
自

の
領
域
を
劃
し
つ
＼
相
対
峙
す
る
も
の
で
あ
る
α
若
し
も
鱈

書
の
諸
流
振
の
意
味
す
る
所

の
贋
値

が
、
債
雄
類
型
ε
し
て
理
會
さ
れ
る
な
ら
ば
、
す

べ
て
或

る
流
涙
の
傳
統
又

は
特
徴

に
適
合
す
る
縛
謁
は
、
何
等
か
の
緯
藩
償
値
を
示
す
限
り
は
、
當
然

に
そ
の
流
涙
の
糟
嵩
置
値
を
具
有
す

る
も
の
ε
し
て
、
銘
を
打
た
れ
る
で
あ
ら
う
。
之

に
反
し
て
、
縛
薔
の
或
る
流
涙

の
精
神
置
も
呼
ば
れ
る
べ
.さ
所

の
も
の
が
顕
現
す
る
典
型
的
償
雄
は
、
真
正
な
.る
意
味

に
お

い
て
そ
の
精
神
を
膿
現
す
る
総
謁

の
償
櫨
内
容

に
非

ざ
れ
ば
、
そ
の
膿
系

の
構
成
分
子
ご
し
て
.
之
を
探
撰
し
な
い
で
あ
ら
う
。

贋
値
の
個
性
は
、
更

に
別
個
の
方
面
か
ら
も
問
題
ε
さ
れ
る
こ
ご
が
能
き
る
。
す
な
は
ち
、
私
把
ち
は
、
實
在

の
世
界
を
地
盤
ε
し
て
、
自
己
の
活
動

に
よ
b
、
償
値
を
實
現
す

る
能

力
.を
さ
づ
け
ら
れ
た
、
唯

一
の
主
艦
た

る
、
人
格
者

ε
の
交
渉
の
方
面
か
ら
も
、
贋
値
の
個
性
を
考
察
す

る
こ
ε
を
得
る
、
贋
値
が
、
同

}
の
個
人
の
活

動
に
基
く
所
産
ε
し
て
、
思
惟
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
同

=
煙
類

の
償
値
の
世
界
の
内
面
に
お
け
る
諸
贋
値
は

他
の
個
人

の
所
産
ξ
し
て
思
惟
さ
れ
る
ε
こ
ろ
の
諸
償
値
.が
ら
、
判
然
ε
識
別
さ
れ
る
や
う
な
、
個
性
的
色
彩
を

論

叢

偵
値
の
類
型
・・個
性
三
・完
)

第
+
六
巻

(第
六
號

六
七
)

九
五
五

■

齢



論

叢

便
健
の
類
型
ε
個
性
(三
・完
)

第
十
六
粗

〔第
六
號

大
入
)

九
五
六

示
す
も
の
で
め
る
。
し
か
る
に
、
同

一
の
個
人
の
活
動
が
、
異
な
る
種
類

の
償
値

の
世
界
の
成
立
に
寄
興
す
る
も

の
ε
考

へ
ら
れ
る
結
果

`
し
て
、
諸
種

の
債
値
の
世
界
に
亘

っ
て
、
そ
の
中
か
ら
、
或

る
個
人
の
所
産
た

る
諸
償

値
が
、
抽
出
さ
れ
能

ふ
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
く
描
出
さ
れ
た
諸
種
類
の
諸
債
低
が
、

一
個
の
人
格
償
惰

の

見
本

ε
し
て
覗
ら
れ
る
場
合

に
は
、
後
者
は
、
贋
値
類
型

こ
し
て
、
前
者

に
掛
立
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

諸
債
値
が
、
各
自
の
債
値
種
別
に
從

っ
て
整
序
せ
ら
れ

つ
渓

一
個

の
人
格
僧
値
の
個
性
的
絶
儒
舶
内
容
を
合
減

す
る
も
の
`
し
て
、
認
識

さ
れ
る
場
合

に
は
、
後
者
は
、
債
姐
典
型

ε
し
て
、
前
者
に
臨
む
の
で
あ
る
。
成
る
特

定
の
種
類
の
償
値
個
性

の
世
界
の
内
部
に
お
い
て
、
或

る
個
人
の
人
格
の
所
産
π
る
各
個
の
償
値
は
、

こ
の
優
位
.

典
型
ε
し
て
の
人
格
償
値
ε
の
關
係

に
お
い
て
初

め
て
、
其
個
性
的
意
義

を
理
會

さ
れ
能

ふ
の
で
あ
り
、
且

つ
そ

れ
ら
.の
諸
償
値
が
、
輩
に
因
果
的
意
義

に
お
い
て
、
或

ム
個
人

の
人
格
の
所
産

花
る
に
止
ま
ら
す
、
内
面
的
、
必

然
的
意
義

に
お
い
て
、
残

る
個
人
の
人
格
の
謹
撰
系
列
の

一
分
肢
ε
し
て
理
會
さ
れ
る
事
も
、
各
個
の
典
型
的
人

格
贋
直
の
思
想
に
よ

っ
て
の
み
、
可
能
ご
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更

一
、
幾
種
類
か
の
贋
値

の
世
界
を
通
親
電
て
↓

真
庭

に
、
或
る
個
人
の
人
格
の
所
産
た
る
諸
償
値

の
存

立
を
認
識
し
た
場
合
に
、
各
個
の
慣
値
の
世
界
に
お
い
て

顕
現
さ
れ
た
諸
儂
直
が
、
そ
の
存
立
の
地
盤
の
方
面
に
お
け
る
共
通
性
以
上
に
、
内
面
的
必
然
的
關
係

に
よ
b
、
、

」
個
の
人
格
の
活
動
の
成
果
ご
し
て
思
惟
さ
れ
能

ふ
の
も
、
ひ
ε
し
く
典
型
的
人
格
債
値
の
思
想
"
負
ふ
の
で
み

る
。
紫
よ
り
藪

に
謂
は
ゆ
る
典
型
的
人
格
慣
櫨
は
、
純
粋
な
る
変
當
性
に
お
い
て
存
立
す

る
も
の
で
あ
っ
て
,
個

9



鳴

人

の
精
油
的
及
び
肉
臆
的
機
構
の
う
ち
に
與

へ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
個
人
が
現
實

に
構
成
す
る
何
等
か

の
思
想
的
意
識
内
容
そ
の
者

の
う
ち
に
奥

へ
ら
れ
る
も
の
で
も
な

い
。
各
個
の
個
人
の
.人
格
償
値
の
個
性
的
内
容

は
経
験
的
、
事
實
的
に
は
、
棺
を
蓋

う
て
初

め
て
定
ま
る
の
で
あ
る
け
れ
ご
、
論
理
的
に
は
、
者
個
の
個
人

の
人

格
債
値
の
典
型
的
個
性
が
、
先
づ
確
固
た
る
存
立
を
有
し
、
そ
れ
に
基

い
て
、
彼

の
人
格
的
活
動
の
所
産
た

る
、

一
切
の
個
性
的
償
値
が
、
.そ
の
絶
儲
的
内
容
を
具
有
す
る
の
で
あ
る
`
、
思
惟
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
阻
。

更

に
、
敬
多
の
個
人
の
活
動
が
、
肚
會
又
は
團
盤

の
活
動
に
ま
で
綜
合
さ
れ
、
統

}
さ
れ
る
ご
き
に
は
、
後
者

の
人
格
償
値
及
び
そ
れ
の
内
容
を
構
成
す
る
債
値
個
性
が
思
惟
し
え
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
成

る
耐
會
叉
は
團
艦

の

所
産

ε
し
て
認
識

さ
れ
る
所

o,
諸
債
値
は
、
そ
の
肚
會
叉
は
團
禮

の
具
有
す

る
典
型
的
人
格
償
値
を
表
現
す

る
所

の
債
値
系
列
の
う
ち
に
、
そ
の
構
成

分
肢
ε
し
て
定
置
さ
れ
乃
こ
ご
に
よ

っ
て
、
そ
の
個
性
的
意
義
を
把
捉

さ
れ

能
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

に
、
償
恒
普
遍
性
の
方
面
に
着
眼
す
る
な
ら
ば
、
肚
曾
的
X
は
團
騰
的
人
格
償
櫨

が

償
値
類
型
ご
し
て
思
惟
さ
れ
る
こ
ご
も
、
個
人
的
人
格
債
値

の
場
合
ξ
異
な
る
所
は
な

い
。
唯
個
人
の
人
格
的
活

.

動
が
、
肚
雪
天
は
團
騰

の
構
成
者
ε
し
て
の
活
動
巴
覗
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、肚
會
的
叉
は
團
磯
釣
人
格
償
値

は

、
個
人
の
人
格
僧
位

に
劃
し
、
債
値
典
型
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
の
で
み
る
。
す
な
は
ち
、
各
個
の
個
人
の
人

格
償
値
は
、
成
る
肚
會
ス
は
成

る
團
髄
の
人
格
債
値
の
個
性
的
内
容
の
不
可
敏
的
構
成
要
素

ご
し
て
認
識

さ
れ
る

こ
ε
に
よ
り
、
初

め
て
そ
の
個
性
的
意
義
を
、
十

分
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
斯
か
る
椅
存
關
係
が
、
.」
個

皿胴
.僻耳

使
い値
の
類
型
ピ
個
性
(一昌
・完
)

餓
躍十
占ハ巻

(笛
川山ハ聴
肋

占八九
)

九
五
七

1)私 が鼓 に泄 會 叉 に圃 盟 の 人 格偵 値 な 想 定 す ろの ば,例 へIfHegelや.Bo5anqueし

な ごに 恥 い て幌 られ みや うな,超 個 人 主 義 的 な形 而 上 學 的見地 に立 脚 す る もの で

に な い。

「
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論

.叢

侃
他
の
類
型
ピ
個
性
(三
・完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

七
〇
)

九
五
八

の
種

別
的
儂
値

の
世
界

の
内

部

に
お

い
て
の

み
成

立
す

る
ご
、
思
惟

さ
れ

る
事
も
、
勿
論
可
能

で
め

る
け
れ
ざ
、

よ
り
多

く

の
種
類

の
債
値

の
世

界

に
亘

り
成

立
す

る
こ

ε
の
、
認
識

さ
れ

る
に
随

っ
て
、
個
人

の
人
格

慣
値

の
個

性

も
、
肚

曾
叉
は
團
禮

の
其

れ
も
、

一
層
鮮

明
に
観

取

さ
れ
能

ふ
で
あ
ら

う
。
同
様

の
關
係

は
、
或

る
肚
會
叉
は

團
膿

の
個
性
的
人

格
償
値

ピ
、

よ
り
包
括

的
な

る
肚
會

叉
は
團
禮

の
其
れ

ε
の
間

に

お
い
て
も
、
等

し
く
成
b
立

つ
わ
け
で
あ
る
。

而
し

て
、
斯
く

の
如

く
、
相
互

に
包

容

し
、
包
容

さ
れ

つ

つ
、
債
値

の
膿
系

叉
は
系
列
を
形
成

す

る
所

の
.
無

数

の
個
性
的
人
格

債
値

が
、
悉
く

一
個

の
窮
極

の
個
性
的
人
格
僧
値

に
よ

っ
て
包
容

さ
れ
、
そ
の

構
成

分
子

ざ
し
て
、
後
者

の
う
ち

に
、
各

自

の
個
性

の
最

も
深

き
根

源
を
見
出
す

ε

い
ふ
や
う

に
、
構
想

さ
れ
π

場
合

に
は
、
棘

ε
名

づ
け
る
の
が
最
も

ふ
さ
は
し

い
ε

こ
ろ
の
思
想

に
、
私

た
ち
憶

當
面
す

る
で
あ
ら

う
。

そ
し

て
あ
ら

ゆ
る
人
格

償
値

の
普
遍

安
當
性

の
根
櫨
が

、

こ
の
窮
極

の
償
値

に
よ

っ
て
與

へ
ら
れ

る
巴
同
時

に
、
如

何

な

る
人
格

債
億

ε
雌

も
、

こ
の
窮
極

の
領
置

の
偉

大

に
し
て
豊

富
な

る
個
性

を
以

て
、

そ
の
個
性

の
至
高

の
典

型

ε
し

て
仰
望

せ
鳳
も

の
は
無

い
で
あ
ら
う
。

領
値

の
類
型

ε
個
性

ε
の
問
題

に

つ
い
て
、
な

ほ
多

く

の
考
察

さ
る

べ
き
論
黙

の
存

す

る
こ

ε
は
、
官

ふ
ま
で

も
な

い
。
以
上

は
、
唯

こ
の
問
題

に

つ
き
、
概
観

を
試

み
陀

ε

い
ふ
に
止

ま

る
の
で
あ

乃
ゆ

(完

)


